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l 、はじめに
作品制作はストライブで満たされた空間を切り取る作
業であると いうイメージのもと、造形とストライプ模様
の交差する美しさを求め、独自の技法による成形方法で
陶磁器造形の可能性を広げていきたいと研究を続けてき
た。まっすぐにどこまでも続く平行線の集まりを正確に
陶磁器で表現するためには、技法を突き詰めることは必
要であった。 技法や素材の特性から形を導きだすこ と も
あり、それは工芸ならではの表現だと言える。 しかし技
術が前面に出てくるのではなく、あ く まで技法は表現し
たいことのための道具である。そのバランスの中で私の
オブジェは出来上がる。
2 、作品「Form 121 From 23」
陶磁器作品を制作していく過程では、様々な制約があ
る。ひとりで抱えられる大きさや重さも限界があるが、
割れ＝失敗が最も恐れることであり、それを回避するた
めに道具や工夫によってどうにか解決してきたが、本作
品は今までに制作していた中で最も大きい作品であり、
たくさんの乗り越えなければならない壁があっ た。
模様ごとに石膏型で型取りを行うが、前面の半円形の
部分と背面の扇形の部分は別々に原型を作り、平行線に
よ っ てスライスした後に 2 つを合わせて原型とした。 原
型を最初からー塊にせず分割して作り、使用型を取る段
階で合わせることで大きな作品でも制作が一人で可能に
なった。
それぞれ鋳込んだパーツを複数貼付けて元の形に再構
成するため、多少のずれが表面に出てくるのを焼成前に
表面を削って整えている 。 その程度のずれは生じても構
わないという多少の手の抜きどころがあることで作品が
成立できている 。 やきものならでは難しさは多いが、柔
らかく誤摩化せる素材の包容力が自身の制作への関わり
方に合っていると感じている。
図 l ：作品「Form 121 From 23J 0300ﾗW420XH300 
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3 、作品とインスタレー ション
私にと っ て展示とは、制作の現場で自分と作品が l 対
1 で関わってきた感覚から、出来上がったひとつひとつ
の作品がいかにベストの状態で観てもらえるかを念頭に
レイアウトを試行錯誤する作業であった。しかし、本年
4 月からの 1 ヶ月間、奈義町現代美術館ギャラリ ーで展
示の出来る機会があり、その展示を企画するにあたって
は、作品で空間をどう作るかというインスタレーション
である必要を感じ、同じ作品展示でも違う思想、を働かせ
ての設営にな っ た。
奈義町現代美術館は、美術館と作品が融合したコミッ
ションワークの先駆けとなった美術館で、荒川修作＋マ
ドリン・ギンズ、岡崎和郎、宮脇愛子の作品が建築と結
びついている。
そこに併設されたギャラリースペースを使うというこ
とは私にとって大きな挑戦であり、陶磁器という工芸作
品の大きさの限界が広い空間の中で物足りなさにつなが
るのではないかという不安が準備段階で常にあっ た。 実
際に設置してみて、作品や素材の持っている存在感は
思った以上に空間を満たしてくれると感じた。 とにかく
作品数が必要だと考えていたものの、実際の展示ではか
なり数を抑えた。
積層によるストライプ模様の作品と、会場が一体とな
るように考え、マスキングテーフ。を使って壁や床に作品
から伸びていくようなストライブ模様を描いた。 空間を
仕切る役目や目線の移動といった効果を狙ったものであ
り、何度も会期中に会場に足を運ぶたびに、狙った効果
が表れているのか自問自答を繰り返しながら見ていたが、
答えははっきりとは出なかった。 それは、頭の中でイメー
ジしていたこ とと現場で実際見て分かることとのギャッ
プが大きく、自身の経験不足が問題であり、今後も展示
の方法を検討していくこと、様々な参考になる展示を見
ることが手助けとなるだろう。今の自分に出来るベスト
のレイアウトをやり直しながら、作品づくりとはまた別
の、展示での作品の見せ方の難しさや面向さを体感した。
これからも緊張感や周り に漂う張りつめた空気が感じ
られるような作品や展示の仕方を学んでいきたい。
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